
が

チ

ェ

ン
バ

リ
y
の
龍
城
は
曲
り
-如
-
甚

だ簡
明
で
あ

る
｡

(
永

完

〕

備
蘭

画

に
放
け
る
地
学
研
究
室
瞥
見

寺

田

点

薬

か

I
デ
か
博
物
絹
か

ら
セ
ー
ヌ
河
畔
に
出
ろ
亡
.
河
岸
に
沿
ふ
て
限

り
,i
-
古
本
店
が
弛
ん

で
捕
る
｡
初
め
て
巴
艶
T1二
兆
i1
自
分
に二
は
頗
る

興
味
わ
引

い
た
｡
伯
叔
で
も
エ
デ

ン
バ
ラ
で
1
伯
林
で
も
ラ
イ
ブ
チ
タ

七
で
-
1何
鹿
に
行

っ
て
-
宙
本
店
は

搾
山
み
ろ

｡
然
し
何
れ
-
茶
店

の

一
部
が

古
本
恥
か
な
し
て
摺
る
か
ー
小
さ
い
崖
盛
式

り
宙
本
尊

が
紺
傍

に
S
.
て
居
る
か
で
あ
る
が
J.
此
廃
り
.11
全
-
興

っ
て
河
畔
の
岸
壁

上
に

小
さ
い
(
長
さ
三
尺
嶋

こ
尺
,･Q.%
ru
七
八
寸

.
,思
ほ
ろ
)雅
附
の
木
南
か
僻

へ
て
.
恰
･l
帆
i>.艮

り
様
に
在
社
開
け
て
ー
好
布
者
S
足

な
く
め
て
摺

る
｡
傍
の
粕
樹

り
怯

_二
は
雛
′＼
ち
や
の
汚
な

い
爺
さ
ん
渉

yu
ノ
が
市

松

し
て
捕
る
O
此
の
式
の
本
爪

が
セ
ー

ヌ
の
鵬
岸
_二
倍
ふ
て
.
限

り
な
-

弛
ん
で
居
ろ
｡
ヱ
デ
ン
バ
ラ
で
鮒
こ
れ
に
似
i1
官
本
ば

ね
親
i1
,
,
ミ
が

僻
関
西
に
於
げ
ろ
地
車
研
究
室
瞥
見

わ
･･{･が
､
勿
論

一
二
肝

で
.=
ん
な
大
規
模
の
は
糾
め
.(
.ゞ
あ
る
｡
悠

然
ミ
淀
む
開
け
て
日
向

ぽっ
‥

な
や
っ
て
居
る
の
も
め
れ
ば
ー
絞

前
堂

-
閉
し
て
居
る
の
･J
如
る
.
耗
J
地
の
儀
.1
し
て
荘
-
ら
し

い
.
セ
ー

ヌ
河
畔
り
古
本
届
は
紳
田
､光
京
)の
古
本
店

～
同
様
~
巴
亀
の
名
物
で

わ
ら

1
､
粘
く
ち
や
の
前
人
ミ
此
ゆ
古
林
商
の
放
色
は
ー
巴
里
の
槍
柴

市
中

にJ
納
め
て
み
ろ
の
か
朝
ろ
t}
ー
砲

に二

叫
確
の
名
物
_こ
神
速
な
い

片
リ
増
か
･-.
蹴
r/
皇
は
る
O
背
け
随
分
城
山
-
の
も
出
水
た
ミ
申
し
ま

す
が
L.
今
は
飴
り
よ
.,
本
も
細
さ
n
･つ
で
あ
る
｡
相
髄

I
や
文

撃
-句

歴
虹
-
の
許
で
~
地
喋
に
紺
す
る
も
の
は
稀
で
わ
ろ
｡
偶
々
野
見
L
i
i

か
･,,心
ふ
Ir}
丁
度

マ
イ
ヤ
ー
の
有
料
や
.再
が
何
魔
の
店
旗

_こ
-
出
て
屑

名
標
に

E
lise
e
R
e
c
lu
s
S
t
U
z,iv
er
s
a

i
G
e
o
g
i･a
P
h
ie
で
あ
る
､
然

蒜

九

五
五



地

球

弟
七
馨

し
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a
lte
･B
rurt
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G
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甥

aPhie
Un
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Jや
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L
i
i
時
は

7

寸婚
し
か
っ

た
0
仰
;3
相

に
放
け
hr地
租
せ
り
元

孤
?
加
-
印
泉
し
て

桝

ii
n

ガ

_二

に

砥
㌦

に

愉

快

で
あ
っ

il
o
巴
取
に

兆

ttJ
偶

然
此

り
古
本

屈
で
御
眠
に
か

ゝ
つ
i1
の
み
布

･･虚

つ
iL
｡
此
り
者
-
北
嶺

紘
滋
す
る

･',諦
方
の
古
本
店

_こ少
が
ら
や
懲
見
す
る
串
か
山
姥

ilD
大
胡
本
も
め

れ
ば
十
二
倣
本
1

ある
｡

中
に
は

E
I
C
o
r
ta
m
Lle
rt
の
仲
版

卜
係
る

八
州
本
も
あ
っ
LL
O
此
り
本
に
は
塔
頭

_

BrLlrl
の
竹蝕
む
描
け
P
鴫

傾

心
も
純

,ttJ
侶
iJ
｡
岩
a
Tta
･B
r
u
n
t工

芸

Lth
L-･C
〇
n
ra
d
B
ru
n
n
寸J

も
鞍
手

､
1
七
七

五
咋

八
日
十
二

日
に
J
u
tlELn
d
に

牧
i
C
ニ
P
e
nh
.指
e
u

大
祭
に
撃
び
.
後
巴
盟
に
出
で
ー
地
学

_二
関
す
る
者
多
く
.

2

八
〇
八

咋
.1
は

A
nn
F.re
s
d
e
s
V
o
y
a
.,,(,e
s
,
d
e
1Et
G
か
車
.a
P
h
ie
e
t
Li
e

i'

H
isto
ire
松

7
人

1
0
年

_二
は
P
rか
nis
d
e
la
r
･e
o
g
r･aP
h
…e
U
n
Tv
e
r
sI

elleゎ
.
TL八
二
六
年

･1二
は
同
市
の
第
六

塔
な
出
し
､
1
八
二
一
年
にこ
ぼ

s
o
ci
e
tか
d

e
G
a
o
g
rB
P
h
山e

和

雄
設
し
た
等
!
読

ま
れ
L
i｡

北
づ
古
本
損

で
帥
岨
餌
地
軸
e
･揃
うb
髄
省

.適

し

.
愈

伴々
侶
蹄
に

放
け
ろ
地
地
学
の
現
況
ね
舶
錬
す
べ
-
-
巴
盟
人
傑

.1
向
ひ

ま
す
O
然

し
巴
監
大
準
教
授

E
,
d
e等
こ
.to
n
n
e
戊
が
共
著

G
eo
g
ra
P
h
y
irZ

F
M･'7
n
C
e
(A
m
e
r･ica
n
geog
rap
h
ica
l
S
o
ciety
L

9
2ii)
に
云
ほ
れ

て
月
ま
で
橋
.i
.
仰
樹
甲

ト
於
り

ろ
地
車
の
常
連
ーェ
丁
度
=ij吉
利
･1
放

け
る
地
粗
壁
が
､
倫
故
地
撃
協
骨
に
現
ふ
盛
大
で
み
ろ
ミ
同
機
-
巴
盟

_二
放
り
ろ
地
車
仙
骨

S
o
c
㌫
tか
d
e

G
e
JhCrr-lp
h
ie
の
設
立
が
娼
櫨
並

か
な
し
Lll･侶

よ
す
0

此
の
川
野
協
曾
ノせ
創
設
し
た
り
は
今
宵
本
属
で
御

蝦
に
カー
ー
つ
ii
Pta
tte
･B
r
u
n
で
､
･.爪
に

]
八
二

1
年
の
山砂
FJ
わ
-
畠

rJ
小卜
0
勿
強
脚虚
制

は
仰肌T･1
蛸叩山野
潜
り

]
舟
い･甘
小卜
ろ
.1

過
･ガ
,山仏
か
つ
小卜
爪り

第
二
戟

孟

O

五
六

で
あ
り
史
す
が
'
卑
見

一1ほ
琵
(1
1t
e･B
ru
n
の
様
な
地
坪
の
大
家
が
め

り
t
p
rE
c
.s
d
e
G
仙
0
11i･･P
h
ie
U
n叫v
e
rs
e
､le
へ00
v
o
ls
,
lS
10
-
18

2
9
.L
の
名
辞
松
川
す
み
J

t
父
歴

坦
地
軸
の
研
究
者

')し
て
知
J
る

ゝ

B
a
l･b
iか
d
u
B
a
c
a
泊
e
や
W
a
tc
t{e
n
a
e
r
戊
等
が
め
り
t
R
e
n
g
C
a
iliZ6

の

阿
弗
利
仙
Tim
b
uktu
?頭
険

.
F
o･Jreau
,
L
n
ln
y
り
S
a
h
a
l･=あ

探

依

り
如
-

､
各
様
招
協
串
米
か
捉
助
L
L
i
リ
､
或

は
清
流

に
､
或
は
出

版

_こ
地
獄
の
鵜
少
な
促
か
L
i1
の
で
あ
り
ま
す
O

曲
り

S
o
c
;i
t恥
d
e
G
a
o
hJra
p
h
山C
に
も
,',
S
t
.G
erm
a
;n.

汲

7
八
四

滴

_こ礁
り
ま
L
i1
が
.
今

は
基
の
坪
的
.1ニ
S
ocSat6
d
e
G
か
o
g
ra
Ph
ie

(
F

on
d
か
e
e
n
ts
2
7
)
bl刻
L
i1
頓
綿

′付
威
し
tlJ
-
非
虎

か
ら
程
帽
つ

i1

セー
ヌ
河
蛸
側
の

A
v
e
n
u
e
d
､
L
6
rza
十
漆
に
移
略

し
よ
し
㍗
｡

丁
度

G
u
im
e
t
博
物
飴

り

筋
刷
_こ
潜

っ
て
胎ま
で
｡
且
約
り
建
物
に
比

す
る

･･･堂
々
ii
ろ
牌
ト
為
に
鷺

か
さ
れ
ま
す
｡
堂

々
ii
ろ
J
退
出
ー
此

鹿
tlJ
･1
･,1
大
ぺ蒜
羽
り
近
親
㍗
る

P
T
h
ce
R
ot訳
n
d
B
o
n
a
p
a
rte
の
邸

宅
し
わ

っ
た
9
･.&
.
其
の
地
学
脇
骨
の

P
l･eSiden
t
で
あ
っ
た
輔
係
上

魂
級
細
物

弧
_こ
職
者
家
具
秘
密
げ
て
協
骨

にニ
守
附
さ
れ
㌣
の
で
わ
り
よ

す
｡

7
日
大
使
細
り
紹
介
か
柑
て
ー
訪
糾

しま
す
11
､
心
よ
-
案
内
さ

れ
協
曾
内
在
粗
壁
す
る
こ
1)
が
出
凍
ihrL
i
l｡
倫
故
地
単
帆
骨
の
田
舎

屈
式
i
i
ろ
.
伯
棟
地
礎
協
吋
の
古
風
な
り
～)
.1
反
し
､
如
何
に
も
立
派

純
腰
花
火
皿
石
の
階
段

松
資

ろ
1}
.
二
階
全
邦
が
脇
骨

に
充
て

ら
れ
て

居
ろ
.
贋
大
化
中
流
な
以
て
室

は
走
石
綿
側
_こ
別
れ
て
捕
り
､
右
側
は

隠
拐
室
曲
に
食
堂
､左

側
は
地
目藩

し
わ
り
ま
す
｡
搬
接
室
_こ
は
金
色
燦
然

iI
る
家
具
の
仙
S
.
B
I
G
a
rn
;c
r･
の
畢
T
T
八
〇
八
年
)
に
成
る
ナ
ポ
レ

オ
y
の
･灼
脚
阿Jや
也来
いし
て

m似ろ
紳抑
伯
仲
が
焼
大
な
蛸
北海
に
解

か
れ
イし
店
いり
､



食
党
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り
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鴨
帝
筒

).-

弛
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か
ル
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=
捕
り
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<T･ほ
山的
▲曾
川
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し

て
7
川
九
七

LI
､

7
k
.九
九
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制
八
へ
A
-
s
te
-ま
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m
)

の
廿
地
代
儀
.P
I
十
八
批
紐

時
代
の
天
機
儀

iL･.
.'･
が

飾
･I
れ
て
捕
ま
L

L
o
左
側
の
黙
･鰐

11
申
偏
在
別
人
で
狐
臨
式
.;
数

寄
あ
り
ま
で
O
何

J<

も
払
曾

山
阿
邦

貨

▲･,
L
t＼
t
各
箪
共
用
出
は
′-
耶
天
井
に
建
て､
ろ
沌
悉

-
話

伽
tで
充
i
L
さ
i
て
侶
2
.
オ
ー
ク
の
机
舵

に
高

い
天
井
t
堂

々
.i1

ろ
大
岡
番
柵

り
雌
が
め
り
.こ
す
｡
入
口
の
寮
は
細
長

い
笠
で
中
火
に
は

･4
形
の
単
丁
か
紅
さ
-
各
問
の
小
学
如
誰
ね
弧
べ
.

〟
隅
.1
ほ
沸
渉
川

机

か
置

い

て㍍
ろ
O
カ
タ
ロ
グ
も
此
室

_ニ
鮪

へ
て
あ
り
よ
し
i1
.
英
佃

の
筈
に
は
P
r昌
C
e
B
o
n
EtP
a
rt
e
の
濫
発
さ
れ
た
職
燕
T.が
北
ハ儀

に
保
存

r-汁
.

7
室

り
地

上
に
は

P
rince
R
つ
n
.q
P
arte
の
竹
倣
諭

船
か

ゝ
げ

て
店
よ
し
il
O
係
員
は

B
o

n
a
p
a
rte
の
詑

念
～
し
て
.
P
i･illC
eE

版

の

E
x
c
u
rs
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n
e
n
C
ciI･S
e
(
tLq
9
二

や
C
o
r,g
r仙
s
in
t
ern
'1
t;
On21

d
es
A
rn
a
ric
a
rlis
tc
s
へ]S90
)

な
ど
ね
見
せ
て
-
汁
.
牧
口

木
版
の

甘
地
固
･i
示
し

て
ー

説
明
か
求
め
て
居
丈
L
i1
-
枚
瀧
政
務

り
新
刊
輿

地

ム
･圏
で

P
文
久
宰
相
仲
冬
ー
佐
旅
政
麓
-
文
久
元
学
田
冬
十

山
刀
庄

内
.
～
･託
さ
れ
て
あ
-
よ
し
t
O
夙
骨
の
譜
業
に
何
臓
の
-
同
様
で
.

機
関
聖

経
"
し
一tJ
l
九
〇
〇
叶
以
北

L
a
G
e
.
g
ra
p
h
;e
払
出
し
ー
各

地
･1
恐
記
さ
れ
て
捕
る

地
撃
協
督

ミ
北
ハ
.i
地
学
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据
泣
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に
覚
猷
し
て

._i..
･･lm寸
｡

愈

々
之

化
か
･I
巴
弘
大

軍
船
硯
精
し
ょ

｡
上
越
の
校
に
仰
=3
四
地

坪
錐
泣

_二
は
地
坪
協
骨

か

綻
模
糊
損
に
之
か
助
長
し
i1
‥
･J
は
勿
論
で

め
-
ま
す
が
ー
又
撃
寸㌧
し

の
研
究

単
･J
地
韓
埼
骨
許
..･/
な
-
,
-
矢

張
り
早
-
費
油
し
ま
し
小
数
川
上
の
幣
紙

･L
基
ノ
ー地
相

の
研
究
ー
曲

1

仰
潮
田
にこ
於
け
る
地
学
研
究
室
瞥
見

謄
仙血
的
脚
曲
ル
が
北
ハの
洗
場

寸}
叱
っ
て
非
礼
時
の
地
理
描
･松
‖糞
成
し
iI
の
で

此
山
方
揃
叫
に
於
与
,ま
し
て
は
､
犬
の

P
.n
u
t
V
id
a
t
e
e
】'1
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c
h
e

か
初
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ー
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l
D
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o
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L
u
c
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n
G

t
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…叫
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de
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rAe
㌫
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戊

韓
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頂
き
怨
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し
て
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｡

紛
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汲
ん
で
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時
の
地
撃
瀞
治
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れ
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出
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た

い
の
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謂
諮
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古
本
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～
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E
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R
e
c
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g
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p
h
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藷
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U
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十
九
や
私
大
成

し
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L
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榊
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ゝ
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a
T
erre
(
7.
L
e
s
C
o
n
tin
e
n
ts
.
I
T.

L
､O
e
e
an
.,
等
共
著

少
-
め
-
よ
ぜ
和
｡
此
の
地
租
燕
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囲
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げ
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叫
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催
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a
l
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a
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c
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弛
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｣ヾ
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張
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V
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h
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し
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岬
等
L
t
各
帽
の
名
著
か
潜

表
し
r
t

1
八
九

7
如
収

の

iW
Eu･C
O
P
.
10
や

H
山S什o
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e
t
G
6
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･

g
l･a
fJlie
u
A
tla
s
G
e
n
e
ra
l
(L
山bl･a…r…e
A

rm
p
n
d
C
o
lin
)
韓
は
共

何

で
.
地
相
り
如
き

は
日
本
.1
も

多
-
来
て
捕
る
も
の
で
仰
関
西
で
も

今
佃
焼
-
川
ひ
ら
れ
て
朋
ま
で
｡
か
-
て
巴
馳
十
噂
の
地
租
部
は
歴
史

部
り

1
部
･,,
し
て
t
.qd
胎
地
撃
の
基
地

亡
な

っ
た
｡
仰
蘭
碑
に
放
け
る

大
祭
が
巴
艶
11
外
舗
方
に
仰

へ
げ

L
≡
e

.L
ノ･O
n
S
)N
a
n
c
y
,B
o
rd
･

e
a
u
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lo
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etlie
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S
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o
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T
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球

第
七
馨

る
棟
.1二
㍍
つ
て
は
t
V
.

de
la
Blacheに
倣
っ
て
敬
巷
さ
i
C
地
学

家

が
此
轄
大
串
の
地
轡
か

塘
"

す

る
傍に
な
り
.
近
Ii
i
J.

地
榊
砕
け
排

卵
各
地

L
放
て
研
究
さ
れ
る
様

に
な
つ
i
1
の
で
あ
り
ま
す

｡

巴
軌
の
大
替
り
幣

_‥
此
の
地
坪
常
連
根
本
の
即
発
富
T
.
以
前
は
文

S

LB
郡
中
L
l腰
紐
郡
や
考
Jr-_
軍
部

ご
非
訳
さ
れ
て
朋
り

P
h
y
s
ic
a
l
G
e
o
･

g

r
a
p
h
y
の
方
肝
は
別
･1

S
r
i･=n
ce
科

山
方

に
設
托

さ
れ
て
拭
よ
し
i1

然
し
近
時
は
此
幹
締
部
か
ら
澗
立
し
て
~
別
.1ニ
研
究
貸
10
m
雄
大
.1二
田

日

か
一
新
で
ろ
様
に
な
-
.
巴
呪
火
車
に
於

て許
で
な
-
地
力
の
緒
火

撃
で
も
'
地
理
の

研兜
毎
払
･.S

へ
て
研
究
す
る
標
Li
な
っ
て
屑
ま
で
｡

セ
ー
ヌ
の
古
本
屋
に
趣
味
船
引

い
ii
日
加
は
ー
愈

々
巴
放
火
餌
S
研
究

若

松
訪
;1
ま
し
た
｡
此
の
研
究
室
は

1
九

二

1年
暮こ

岩
a
rq
u
iSe
A
rc

o
n
a
ti･V
ts
co
n
t
i
氏
の
寄

金に
依
っ
て
新
範
の
運
に
覇
つ

iiも
の
で
-

】
九

山
四
叶
か
ら
工
か
超
し
､
二
四
年
に
=1
兆
上
り
鼓
し
た
0
巴
農
大

壁
本
紺
り
火
脚
放
1-日
り
鹿
､
R
u
e
S
'Tti.コt
J
a
c
q
u
e
s
5
.
に
祐
り
ま
す

本
館
の
S
J側
の
街
松
前
す
る

数
町
-
古

い
氏
家
の

】
角
新
し

い
即
死
蝕

む
管
見
す
る
串
が
川
北
,tsで
｡
外
枇
立
板

三
石
ふ
租
で
は
め
り
,.;i
ぜ
招

け
れ
.(,)
も
､
赤
煉
瓦
の
近
批
風
り
雑
物
で
.
関
南
に
軒
し
て
玄
関
か
価

へ
.
玄
関
の
上
部
に
は

ln
stitu
t
d
e
G
か
o
g
i･aP
ht.e
,
U
n
iv
e
rs;te
d
e
P
a
rt;S
,

し
こ
n
s
titu
t
d
e
G
eog
ra
p
;一le
,
u
e
te
fc
n
d
か
p
a
r
la
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a
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se
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o
n
p
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V
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o
n
t仰
e
n
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u
′
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n
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d
e
s
o
n
p
e
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p
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o
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p
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i･a
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m
m
e
d
e
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n
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u
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C
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C
C
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C
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+
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托
,～
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二
硯

壷

1

五
八

玄
関
S
･右
側
は
'-fi-
塀
審
ー
は

い
て
残
務
虫
居
室
~
溌
側
は
階
段
に
な

っ
て
.4
ろ
｡
サ
閲
の
柁
部
虎
げ
階
段
の
根
郡
は
~
蝉
故
の
散
渉
富
鉱
.i

大
講
堂
な
花
し
.
散
妙
室
に
柵
子
.放
り
天
井
ー
隅
.刈.i
の
床
ー
天
井
が
ひ

-

い
の
で
少
し
聞
物
し
い
け
れ
.I,)
も
燐
火
で
蹄
躍
~
講
堂
は

ー
段
松
ひ

-
め
て
階
段

式
･1‥
過
り
.
氾
樹
下

に
孤
収
~
教
噌
~
地
樹
掛
祐
洪
配
し

幻
燈
;砧
か
-
借

へ
て
侶
ろ
O
あ

へ
て
嘩
柴
で
は
な

い
け
れ
'･,,
-
､
地
艶

の
鰭
敦
_二
に
不
快
九
㌔

新
し
..,
山
で
斜
榊
も
よ
い
｡
侍
･1
ほ
教
官
り

控
室
~
悦
郎
迄
輔

L
つ
ttJ
侶
ろ
｡
階
上
tユ
全
部
研
究
賞
で
地
租
撃
り

他

に

E
th
n
o
!o
g
ie
曲
に
P
h
y
siq
u
e
n
e
G
lo
b
e
り
in
s
titu
te
私
も
有
し

て
居
一d
.
新

築
未
に
完

僻
し
な

い
様
子
で

む
つ
ii
け

卜
.,,)-
､
地
迫
り

111S
titu
t
e
は
触

1
.閲
か
J<
て
偵
よ
し
㍗
｡
地
組

;･研
究

室
代
共

二
階

で
中

座
か
尉
ん
E.i/
廊
下
わ
散
り
'
六
室
,1
別

i
て
居
ま
す
O
入
口
り
直

ぐ
右
側
(弟

1
寅

は
鹿
大
,.L<
室
で
固
啓
筈
､
室
内

_二は
紺

聖

川
皐
十
か

数
脚
比
べ
-
用
地
t⊥
全
跳
省
棚
-
大
介
に
洩

り
ろ

追出
綻
､

)
般
地
理

各
的
地
温
t
雑
誌
主
:～-
か
胤

t､
弘
門
か

労
り
て
ー
蒐
施
し
て
あ
り

怒

棚
り
下
部
は
共
部
t
に
闘
7-
ろ
地
軸

付
蒐
施
し
て
捕
る
｡
例

へ
げ

ヒ
棚

が
維
掛
地
域
部
,枯
れ
ば
下
部
は
鯉
的
地
鎚
槻
係
地
囲
む
戯
す
る
.,J
lh,
ふ

相
で
あ
り
よ
す
0
日
卜
紛
完
備

り
城
に
睦
し
て
居
な
い
｡
番
棚
に
は
未

一

だ
曳
き
･･J,多
-
見
覚
り
.
カ
タ
ロ
グ
･J
耐
11i
地
中
で
あ
り
ま
し
た
｡
次

の
室
‥雄

二
j笛
L
Jに
小
さ
い
窒

化
か
ら
街
路

1
何
し
て
明
る
-
.
戯
赫

り

ょ

.,
蛋

.し
.
irl
S
"
i
t
tte
の
立
松

E
rn
En
tn
u
aL
d
e
lu
a
一tO
n
n
e
教
授

の
醐
富

で
す
'
紡
'脱
化L
机

叱

)ヾ
僻

へ
て
め
る

虚
､
何
鹿
の
教

授

第
･,p
か

は
り
托
Tf
い
｡
榔
~
･駅
州
り
組
仕
り
如
-
~
伊
州
炭
.1
り
給
油
州
に
り
'Tl
タ

-

師
.り
il
tJ
･̂
小け
い
別封
に
余
り
忠
に

浪
し
て
が測
地吋
が
-
か
つ
寸.ト
O
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よ
-
敏
捷
に
7E
骨
り
食
わ
紬
､
恕
山側
.tlf･i翁
内
.仲
一党
けり
患
し
ホト
O
か
八
の
箪

(
敬
叩,Iz叫等
)-
飴
-
墳
-
な
い
第
.で
-
R
e
TZc
f
.N7a
p

の
船場
鴇
･軍
で
す
0

室
の
中
央

に
低
い
仙fBrな
鵬

へ
ー
俳
問
四
隅
内
の

地
形
捌
か
#
L機
J,Ifし
て

作
期
し
il
R
el;ef
it･la
p
か
紀
4
,~
用
壁
に
棚
在
,設
け
て
冊
多
数
に
保

存
し
て
あ
り
ま
す
｡
何
れ

も
俳
川
内
各
地
に
腐
す
る
-
り
1Jの

説
明
で

ち
り
よ
し
た
C
地
理
の
研
究
に
は

刀
e
〓
e
f
呂
'1P
の
必
要
は
串
は
申
す

迄
も
め
り
A
,･ぜ
相
が
＼
此
り
仲
多
数
に
紳
輔
し
て
居
ろ
虚
は
未
だ
他
.i

見
il
J
‥
J
は
あ
り
ま
ぜ
m
o
次
の
第

第
州
宝
,ノは
撃
姑
の
桝
兜
宝
.
孤

に
涜
習
室
で
.
寅
は
可
な
り
の
焼
さ
か
有
し
.
中
小
に
オ
ー
ダ
軸
の
広

い
草
子
ね
こ
1列
に
鳥
-
弧
べ
.

1
分
の
壁

に
孤
根
上
.i
;
埠
白
色
り

R
e
lie
f
.m
ap

(E
rN
lro
n
s
d
e
T
o
u
二

か
､
用
壁
に
は
各
種
の

R
e

】3e
f
li,･I=
iP
や

'

他
界
各
人
種
の
常
最
-
例

へ
げ

D
a
k
o
t
'Tt
土
人

A
tl

stral
;
a

土

人

等
わ
鴨
げ
､
側
壁
に
は
郎
棚
か
輔

へ
､
地

世
上
の
爪
#
.的

着
帯
-
獅
諾
弧
に
地
闘
わ
磯
鶏
し
て
加
ま
で
O
揃
~
英
-
仰
､
米
松
温

じ
て
代
袈
的
の
窮
背
は
網
羅
さ
れ
て
周
る
校
_こ
見
受

け
ir

矢
張
り
濁

り

逸
番
が
最
も
多
き
わ
こ75
し
て
屈
ま
L
i1

研 億 奄 聞 取

次
の
蜜
へ
碍
汽笛
)も
･rP
蘭
寮
で
室
内
に

は
草
子
･.･LA
拭
き
周

盟

ーこ
け
梧
本
箱
~
沓

棚
船
語
り
ー
地
舶
挙
上
の
種
本
ー
岩
石

各
州
教
授
用
地
桝
相
,～i.侭
存
し
て
捕
り

ア
ル
プ
ス
の
パ
ノ
ラ
マ
罪
放
た
.I,)
も
鴇

帆

げ
て

め
り
ま
し
わ
｡
攻
の
筈
へ
弟
六
室
)

ほ
入
口
の

方
側

の
賓
で
~
他
励
笠
松
な
し
て
居
ま
す
J.
州
脚
光
其
の
他

朝
田ー
上
の
誰
恥
な
-
有
L
P
宴
の
中
央
に
は
細
長
さ
草
子
ね
こ
叫列
_ニ
弧

伸
筋
閥
に
放
け
る
地
撃
研
究
革
管
見

'(
､
m叫
闇
州に
は
何
曲喝
の
附
鰍
川亀
の
-
同
校
.1
ー
収
港
叫か
鵬
ふ
石
地
倒
応
M

か
名
歌
鵡
べ
､
日脚
鳩
b
.,h和
め
.
各
閥
別
に
州粗
目沸
し
て
捕
る
｡
仰
関
内
の

地
樹
ー
弧
に
紙
洲
各
閉
脚
は
各
三
繭
か
占
め
ー
他
は
大
路
別

に
二
相
づ

･
､
就
中
B
奈
陀
問
は
よ
-
蒐
施
さ
れ
て
居
り
ー
円
本
の
蝿
岡
花
.I,)は

勿
論
犠
-
少
数
で
あ
る
ご
マ
-･
-
ソ
ヌ
教
授
?
説
明
で
L
i･lO
放
校
の

二
両
は
教
授
川
の
刷
れ
納

め

'

多
-

は
教
授
白
月
の
著
_こ
か
～
ろ
も
の

で
あ
る
様
に
坪
見
し
ょ
し
わ
0
嬰
す
る
に
雷
研
究
室
は
-
り
腐
大
･̂J
二H.

ふ
カ
で
-

tf-
.
設
備
も
栂
完

備
の
城
に
連
し
て
は
居
な
い
け
si
.,I)
ら

新
し
-
て
戴
婚
よ
-
お
ち
つ
い
i1
研
究
室
､
仰
関
田
の
中
心
地
L
i
ろ
巴

駄
大
祭
の
地
租
撰
研
究
宴
亡
し
て
耽
す
ぎ
ろ
桟
に
配
筋
し
ま
L
i1
､

p
h
y
s官

e
d
e
G
lo
b
e
娘
に

E
tlm
o
to
g
ie
の
研
究
室
は
迫
憾
九
が

ら
純
聖
り
機
船
絡

ま
せ
な
ん
だ
｡

教
室
の
主
任
は
前
述
の
E
m

m
a
n
u
el
t!e
M
a
r
to
n
n
e

数
枚
で
､

折
よ
く
捌
南
食
中
で
串
が
山
姥
､
懇
切
な
る
窺
内
払
受
け
ー
又
御
講
嶺

の
臆
純
な
-;
許
?
ru
れ
ま
L
i1
｡
押
返
人
の
榛
に
偲
鵬
し
た
カ
で
は
な

-
1
赤
顔
･1
-

品
疎
む
伸
び
L
頭
駿
･,･封
土
か
貯
へ
嘩

邦
爵
花
風
姿
に
見

受
け
よ
し
ii
O
溝
哉
t

G
e
n
e
ra
l
G
e
〇gr宣
Jy
1.,各
論
,,
で
.
弛
論

の
S
で
は
地
形
に
紺
す
る
論
究
ー
各
論
で
は
煎
畔
部
か
講
じ
て
居
ら
れ

鼓
し
LL
｡
丁
雌
支
那
の
焚
瓶
か
ら
日
本
の
部
松
押
流
す
る
,
,,,
が
出
水

興
味
船
引
き
よ
し
i1
0
日
本
部
の
講
菰
_二
は
､
日
本
製
の
地
質
問
の
他

に
教
授
叫
背

_=か
ゝ
ろ
.
口
本
地
剛

(J
t1
P
O
n
川
C
･1
rte
P
h
y
s;q
u
e
ll

か
使
州
-
て

論
ぜ
･r
れ
て
居
L
.
曲
の
岡
は

L･ibl･airee
A
rm
and

c
o
]in.

か
ら
日
限
す
る

C
o
二
c
ctio
n
d
e
C
a
rtes
m
u
rales
に
磁
す

る
も
の
で
あ

り
ま
す
､
教
授

は

V
id
a
l
d
e
ta
B
lac
he
の
高
弟
で
-

蒜

n

五
九
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懲

R
e
n
n
e
s
敦
Lyon
火
撃
の
教
授
小
路
て
t
V
;d
･,ll
d
e
h

B
li
n
h
e
の
彼

か

楢
で
､

常
数
質
の
立
位
1J
tTj･ら
れ
iI
方
で
.
凝
氷

り

h
is
to
l･ic
a
l

g
e
o
g
r･l
Ph
y
の
国
別
か
脱
L
ttJ

P
h
y
s
ic:Lt
の
i=
田
に
-
萌
さ
れ
,舵

-

様
に
九
つ
i1
カ
で
､
非
脊

_ニ
ー

T
..llitか
d
e
G
go
Lgr:tPhlか
P
h
レ
S

iq
u
e
こ
9
0
9
日
i:u
.i9
iS
川
7
il
】9
N
Ojが
あ
り
~
叉
新
し
-
A
bTige

de
G
eog
rap
h
ic
P
hysfLque(1923)
か

潜
は
し
､
V
id
a
l
d
e

la臣
IA

c
h
e
著
の
hL.･m
a

n
me
OgL･apie
怨
も

出

版
ru･れ
て
い
;
ま
す
O
氏
V
蝕

ん

で
此
の
故
買
に
は

L
u
c
lell
G
a
llo
is
教
授
が
侶
ら
れ
ま
で
O
武
は
前

虫
任

V
id
a
l
d
e
]a
B
ILI
C
h
e
教
授

か
細
促
し
て
地
肇
の
幣
汝
に
買
献
し

第
二
餌

品

田

六
〇

i1
人
で
ー
今
は
懲
教
室
叫
骨
肺
教
授

･こ
し
1tJ
.
IIH
に
地
尉
撃
の
方
耐
t･'h

糟
常
し
て
甲
h
わ
､
其
の
菅
に
係
tt･､地
幽

･J
少
-
れ
り
ま
せ
の
｡
率
常

教
授
一ト
･1
御
小‥食

}-
ろ
端
が
出
水
･,tL
i1
が
~
六
-
前
根
t
,恩
ほ

れ
ろ

riL
滋

の
老
紳
十
で
EB
逸
凪
_こ
よ
-
太
つ
i1
-
+
さ
し

い
風
要
ー
地

附
の

研
究
室
で
何
や
ら
ん
岬
闘
わ
ひ
ス
げ
て
研
究
し
L(
周
ら
れ
iL
｡
以
上
爾

教
放

り
他
.1
人
文
地
理
り
坊
紺
.1二

A
u
sg
u
tin
B
er
n
.lr
d
敢
投
が
あ
り

ょ
サ
ー
A
l惣
e
rS
大
坪

か
ら
一琴
bJ
､
c
otonia
l

G
e品
raPh
y･の
岩
a
rc

e
l
D
u
b
o
is

教
授
の
t
,Sか締
ゼ

A
lg
c
r
ia
.
IVl
orocco
の
人
文
的
研

究

か
以
て
知
ら
れ
て
用
ま
で
o
L束

完
)

＼1-
ノ～1-～-
-
～
～1
-
-
～
1･!～
1･I
I
I
～-
1･～-

-､-
1
～
～～
1
1
1---､1.-
-
ー1一-1しく
～--
/(
.rL/-/～
/
/
l
L/～
(､I1
-
-･-
-
～
･､-
～-
!
＼1
-
-ll-′-･--/

.e
紬

顎

骨
-
抽

(
B
e
lfo

rt)
(
質
疑
願
誓

‥
の

切
り文
桧
-二
は
歴
虹
上
の
前
名
花
地
熱
が
よ
-
出
ふ
昔

.
こ
れ
な
ど
-
共

1
つ
で
受
験
者
は
粥
揮
血
や
凍
搾
敗
の

;
茄
の
概
念

J廿
掛
り
必
梨
が
あ
り
ま
す
.
,
7
9
市
は

i
八

七
〇
I

一
八
七

7
年
の
.*
休
職
守
に
際
し
三
ケ
月
以
上
も
頑
強
に
固
守
L
i1
桝

ベ
ル
ダ

ン
亡
か
支
那
の
脈
槻
城
.,,
か
い
ふ
類

bJT
賓
袈
城
で
巴
里
が
終
城
し
て
も
獅

二
組
附
に
拡
鮮
卑
然
ビ
し
て
弧
i
の
飽
め
.1
取
出守
し
た
折

1･
八
七

!
空

1月
十
六
日
開
城
二

五

二
十
六
什
ベ
ル
サ
イ
ユ
怖
約
か
糾
ん
で
近
伽
史
上
に
ビ
ス
T,
か
ク
山
名
私
大
な
ら
し
め
iI
の

て
い
心
ひ
出
の
ふ
か
い
町
で
あ
る
O

ベ
ル
フ
ォ
ー
だ
Tiノ
>
rL
り
I
は
二
三
五
平
方
哩
~

ベ
ル
サ
イ
ユ
僻
約
L{

エ
ル
サ
ス
か
獄
泡
に
割
け

た
け
れ
.,,)
ち
.
ベ
ル
フ
ォ
ー
か
丈
け
は
沸
囲
領
～
し
て
残
さ
れ
i1
も
の
で

V
o
s
g
e
s
,,
J
u
Ta
1,
の
関

りデ
プ

レ
ブ

シ
ヨ
ン
に
催
す

ろ

質
地
で
P
バ
ー
せ
ル
の
北
壁

二
十
五
畦
に
あ
る
.
今
放
り
大
戦
で

エ
ル
サ
メ
は
俳
脚
に
筏
紺
L

H
a
u
t･R
h
in.

願
tJ
九
つ
i1
が

t

か

フ
ォ
ー
ル
は
や
は
り
棒
の
組
り
テ
-
下
p
-
で
洩

っ
て
ゐ
ろ
穀
物
が

ょ
-
山
城
ろ

ー
機
械
工
報
出
S.I.1.非
も
数
え
TJ
ゐ
る
ー
ロ
ー
ン

ヲ

イ
ソ
か
辿
I
.1
ろ
S
LlV
O
ur
eu
S
e
川
の
越
河
･,L巴
弘
バ
ー
セ
ル
媒
-
叫

か
ソ
ー
ス
-

ラ

ス
プ
か
ク
練
の
交
鮎
で
ー
軍
事
上
に
-
焚
池

上
.1
･･p
或
婆

七
地

山即
で
ー
勿
論
的
境
野
塞
ィ､
L
LTJ
は
仙即
妙
如
ガ
り

]
辞

地

割

で
み

ろ
‥

+,
け
n昔
の
払
-
で
あ
る
○
(藤
田
)


